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５０代の漂流「鯨族」が
電子の海に浮遊する同人誌で交信するために

知っておきたい電脳作法のあれこれ
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http://blue.ap.teacup.com/kujira/

上記URLがブログ「電脳鯨旅団」の最初のページ画面。携帯からも読み書きできます。
タイトルから下は投稿によって内容が変わってくる。下記は2005年3月19日時点です。

ここをクリックす
ると、鯨ブログ
の中にいるとき
はトップページ
に戻れます。
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まずは、新規投稿へ。どこにあるの?まずは、新規投稿へ。どこにあるの?

①

②

①タイトル画面の最下段へスクロール
②「投稿・管理画面」の文字を見つけ、クリックする
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新規投稿画面　パスワード入力新規投稿画面　パスワード入力

① パスワードを入力しその後エンターを押す

別途メールでお教えします

パスワード
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新規投稿画面1/2新規投稿画面1/2

① この画面から新規投稿 初心者は触ってはいけません(-_-;)
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新規投稿画面2/2　投稿する文章を記入。新規投稿画面2/2　投稿する文章を記入。

①投稿者：ペンネームかハンド
ル名を

②タイトル：皆さんにお任せ

③内容　：まずは書いてみましょ
う。見た目の調整はその後か
らでもいいでしょう。

④ トラックバック：一連の操作に
慣れるまでは気にしなくてもい
いです

⑤下書きとして投稿：これも不要
です。　　

⑥●内容を確認しＯＫなら、【投
稿する】をクリック

写真などが添
付できます
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コメント投稿1/2コメント投稿1/2

赤丸をクリックすると、次ページのコメント投稿欄が現れます。

ここをクリックする
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コメント投稿2/2　記入方法コメント投稿2/2　記入方法

投稿者、コメントを書いて「投稿する」をクリック
メールアドレスは不要（書いてもいいですけど）

コメントを書く

源氏名＆メルアド
（ハンドルネーム）
※一度入れると、次からは自動

内容OKならクリック

コメントには写真添付できません
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投稿文を見るには投稿文を見るには

① 最新の記事は、日付順に投稿されたタイトルを表示
します

● そこをマウスでクリックします

● クリックすると本分が表示され、またコメント文
も書けるようになっています

● 画面に従ってください

② スポンサードリンクはクリックしても駄目です。レンタ
ルサーバー側のコマーシャルです。

※ブログのタイトルに自動反応して「鯨」関連のサ
イトに誘導するように出来ているらしい(^O^)

③ 最近のコメントは、誰かの投稿に対してコメントがあっ
た場合そのタイトルと日付、どの投稿に対して、の
情報が表示されます
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記事カテゴリ記事カテゴリ

マウスでクリックしてください

①記事カテゴリは、記事の分類です

z6つのジャンルを作りました

z増やすことも減らすことも出来ます

z個人別のジャンルを立てることも可能です

z当然関係者のみの閲覧とすることが出来ます

②リンク集は、ここからよく行く関係者のホームページが
登録できます

③自由項目は、いつも表示しておきたいアナウンスなど、
登録できます

ブログが日記のメタファで出来ているのでよく見か
けるカレンダーは今のところ非表示にしています。
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リンク集、最近のコメントリンク集、最近のコメント

①最近のトラックバック※慣れるまで気にしなくていいです

�トラックバックは、ブログの醍醐味のひとつで、ブログ
同士の自動相互参照（通信）の仕組み。

�どこかのだれかさんがこのブログにトラックバック指定
していると、その彼が自分のブログに書き込んだ記事
が鯨のブログに自動的に送られてくる（その逆も）。本
出汁記

�この例では、サイトうどんがかかわる「森のボランティ
ア」のブログに、彼が書き込んだ記事が「電脳鯨旅団」
をトラックバック指定したので、書き込まれた。

②過去ログ月別の投稿情況です

③カウンターは、来訪者の閲覧数

④Teacupサービスは、このサービス提供会社のＰＲ
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セキュリティの注意ほかセキュリティの注意ほか

• ハンドルネームを使用

• パスワードは鯨たちだけの秘密（他言無用）

• 鯨のことを調べるにはここをクリック →

http://www.e-kujira.or.jp/index.html

• 『イルカ・クジラ学』を本で学ぶならここをクリック → → → → → →

– http://www.bk1.co.jp/cgibin/srch/srch_contents.cgi/414ea3ac018150107137?aid=02goo04&bibid=02263465&volno=0000&cntfg=1


